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17日

21日

24日

31日

　　4月上句の予定

7日池田医院（本町西）
14日　第二藤巻医院（上野）
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今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
パ
ン
に
コ
ー

ヒ
ー
牛
乳
、
う
ど
ん
汁
、
そ
れ
に
メ
ン

チ
カ
ツ
、
せ
ん
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
と
み
か

ん
も
付
き
ま
す
。

　
先
月
二
十
八
日
の
午
前
九
時
過
ぎ
、

千
手
小
学
校
の
調
理
室
に
お
じ
ゃ
ま
し

ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
千
手
小
学
校
四
百
四
十

一
人
分
、
橘
小
学
校
百
八
十
四
人
分
、

川
西
幼
稚
園
六
十
二
人
分
、
合
わ
せ
て

六
百
八
十
七
人
分
の
給
食
を
十
一
時
ご

ろ
ま
で
に
用
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
五
人
の
給
食
炊
事
員
の
皆
さ

ん
は
大
忙
し
で
動
き
回
っ
て
い
ま
し
た
．

　
ご
は
ん
給
食
の
と
き
は
も
っ
と
忙
し

い
よ
う
で
す
。
米
は
六
十
キ
ロ
ち
ょ
っ

と
必
要
で
、
週
に
三
回
で
す
の
で
毎
週

三
俵
平
ら
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
児
童
た
ち
は
、
み
ん
な
き
れ
い
に
食

べ
て
く
れ
る
の
で
、
洗
い
物
は
楽
と
の

こ
と
で
し
た
。
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議会

告報
曳
一

　
第
二
回
町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
会

期
は
三
月
四
日
か
ら
三
月
二
十
八
日
ま
で
の
二
十
五

日
間
で
す
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
一
般
会
計
と
七
つ
の
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
総
額
四
十
一
億
三
千
五
百
二
十
六
万
一

千
円
の
六
十
年
度
予
算
案
の
審
議
が
中
心
と
な
り
ま

す
。　

予
算
案
は
、
五
日
に
上
程
さ
れ
町
長
の
提
案
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
の
審
議

を
経
て
、
二
十
七
日
に
採
決
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
新
年
度
予
算
案
の
中
か
ら
、
一
般
会
計
を
主
体
に

取
り
上
げ
、
説
明
を
し
て
み
ま
す
。

諦
よ
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爺、

新
年
度
予
算
案
を
審
議
中

　
一
般
会
計
と
七
つ
の
特
別
会
計
で
総

額
四
十
一
億
三
千
五
百
万
円
余
、
こ
れ

に
水
道
事
業
会
計
を
加
え
た
六
十
年
度

の
予
算
案
は
、
現
在
、
町
議
会
定
例
会

で
審
議
中
で
す
。

　
こ
の
予
算
案
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
な

国
や
県
の
厳
し
い
財
政
事
情
、
す
な
わ

ち
国
に
お
け
る
地
方
補
助
金
の
取
り
扱

い
問
題
、
県
に
お
け
る
事
務
・
事
業
費

の
一
率
ヵ
ッ
ト
の
方
針
な
ど
の
影
響
も

あ
っ
て
、
町
も
ま
た
節
減
を
基
本
に
し

て
編
成
に
当
た
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
特
に
、
一
般
会
計
の
場
合
、
そ
の
規

模
は
二
十
七
億
七
千
五
百
万
円
と
、
本

年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
し
て
額
で
は

五
千
万
円
、
率
に
し
て
一
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
と
い
う
微
増
に
と
ど
ま
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
物
件
費

を
中
心
に
し
た
経
常
的
な
経
費
を
可
能

な
限
り
切
り
詰
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
総

合
開
発
計
画
第
四
次
五
か
年
計
画
の
第

二
年
次
に
当
た
る
事
業
の
展
開
に
努
め

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
予
算
案
に
盛
り
込
ん
だ
主
要
な
事
業

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
ず
、
上
野
小
学
校
の
改
築
で
す
が
、

三
階
建
て
約
二
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル

の
永
久
校
舎
建
築
に
二
か
年
継
続
事
業

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の

初
年
度
分
と
し
て
一
億
七
千
七
百
万
円

ほ
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
い
わ
ゆ
る
箱
物
と
呼
ば
れ
る
建
物
関

係
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
新
定
住
促
進
対

策
事
業
の
一
環
と
し
て
林
作
業
管
理
休

養
施
設
一
棟
を
建
設
し
、
別
に
庁
舎
改

修
の
中
で
、
議
場
の
改
装
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
年
続
き
の
豪
雪
に
悩
ま
さ

れ
た
克
雪
対
策
で
は
、
土
木
費
の
雪
害

対
策
費
で
本
年
度
比
四
六
パ
ー
セ
ン
ト

増
の
、
約
一
億
三
千
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
な
お
、
克
雪
住
宅
建
設
の
貸
付

金
は
、
十
七
戸
分
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
信
濃
川
新
橋
関
係
、
災

害
復
旧
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

や
造
林
事
業
、
林
道
開
設
な
ど
の
建
設

事
業
に
対
し
、
必
要
な
手
当
て
を
行
っ

改築を待つ上野小学校

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
年
度
は
、
町
の
活
性
化

を
推
し
進
め
る
た
め
、
特
産
物
振
興
対

策
（
一
村
一
品
運
動
や
ふ
れ
あ
い
パ
ッ

ク
な
ど
）
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
町
議
会
議
員
選
や
県
知
事

選
、
ま
た
国
勢
調
査
な
ど
、
皆
さ
ん
の

生
活
に
身
近
で
重
要
な
経
費
が
随
所
に

盛
ら
れ
て
い
る
予
算
案
と
な
り
ま
し
た
。

60年度川西町一般・特別各会計予算案

　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円・％）

讐幾麟、
慧簿雛雛『懸綾騰難議蕎1総播

　　　　鷺疑

、、鞭講麗灘
　　　　　・灘羅

毒輔、馨麟難熱
　　　　難響i鱗案・．

会　　計　　区　　分 本年度 前年度 増減率
一・　　般　　　会　　　計 2，775，000 2，725，000 1．8

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国　民　健康保　険 513，541 478，535 7．3

国民健康保険診療所 88，168 90，376 △2．4

仙田へき地出張診療所 21，464 20，890 2．7

老　　人　　保　　健 491，005 447，778 9．7

地　域　休　養施　設 102，439 69，563 47．3

農　業　共済事業 101，844 93，852 8．5

簡　易　水道　事業 41，800 44，400 △5．9

計 1，360，261 1，245，394 9．2

合　　　　　　　　　　　計 4，135，261 3，970，394 4．2

（△印：減）
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新年度の

主な事務・事業
一般会計予算案の中から

崩，魯1518”川“，．‘9一酬期川OI岬・…O剛6‘””。OI叩炉…。O川”伊川・期・一19一．煽川・1岬ロ隔嚇6・・川臼．OI叩一，側

（単位：千円）

費】》庁舎および付属施設改修工事費1【土

　　　　　　　　　　　　ほ　　30，000》土地開発基金繰出金　　：

　　17，034》町史編さん印刷製本費　i

　　11，516　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　；
費1〉社会福祉法人あかね会補助金　　i

　　9，540》県障医療費扶助5，520》　i

　国民健康保険特別会計繰出金5，0001

　　　　　　　　　　　　ヒ　レ国民年金印紙購買基金繰出金　　i【消

　　9，000》児童手当17，016　　　　1

　　　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　ヨ費】》＋日町市・ll晒町衛生施設組合　1【教

　　　　　　　　　　　　　　負担金42，711》水道事業会計補　1

　　　　　　　　　　　　し　助金52，000》老人保健特別会計　　1

　繰出金24，859》簡易水道事業特　：

　　　　　　　　　　　　1

llか
：

：
：

：

；

：

：

：

曙商
1
1
：

ほか10，500レ土地基盤整備事業

費補助金19，917》農村総合整備

事業工事費103，410レ林道開設工

事28，550》造林事業賃金40，334

1〉作業路敷砂利工事ほか5，400》

スギ苗6，240

【総　務

　　　費
【民　生

【衛　生

工　　費】》地方産業育成資金貸付金35，000

　　　　レ同償還金12，202

木費】》国県道工事負担金10，000》道
　　　　路補修工事費10，000〉町道改良
　　　　舗装工事費90，500レ町道用地買
　　　　収費6，250》新十日町大橋設計委

　　　　託料19，530》町道用地買収費

　　　　13，030レ道路除雪費129，191＞
　　　　克雪住宅建設資金貸付金37，689

防費1〉＋日町地域広域事務組合負担金

　　　　96，163

育費】〉住宅購入費18，650》学校建設

　　　費（上野小改築関係）177，328レ

　　　スクールバス委託料7，049

別会計繰出金訟000》仙田へき地i【災害復旧費】》農地農業用施設災害復旧費59，711

　　　　　　　　　　　　　　　　　　》公共土木建設災害復旧費39，386出張診療所特別会計繰出金11，000

》各種検診委託料6，3881〉霧谷埋

立地用地購入費5，623

【農林水産業費】》地域休養施設特別会計繰些金

　　　　　　　11，185》農道維持管理委託料

5
1
じ

；

i【公
：

1
；

1
5，000》林作業管理休養施設工事かi

債　　費】》元金225，962》利子171，237

※特別職報酬・給料・手当等（602人）79，700

※一般職給料・手当等（160人）643，803

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、

在
六
千
二
百
二
十
円
で
す
が
、
・

の
四
月
か
ら
六
千
七
百
四
十
円
一

め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢
識

な
ど
に
よ
り
働
け
な
く
な
っ
な

に
、
年
金
に
よ
っ
て
生
活
を
保
曲

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
．

　
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
勧

の
価
値
を
社
会
情
勢
に
応

じ
た
水
準
に
保
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
人
口
の
高
齢
化

が
進
む
中
で
年
金
受
給
者

が
増
え
、
年
金
の
支
払
い

に
要
す
る
費
用
が
年
々
増

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

国
民
年
金
の
財
源
を
賄
っ

て
い
る
保
険
料
も
引
き
上

げ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
年
金
制
度
は
、
老
齢
世

代
を
若
い
現
役
世
代
が
扶

養
し
、
ま
た
次
の
世
代
へ

￥G740 国年兎ロ

へ　ぬ

離
．．鰭。

釜Q學毒讐 に今
改年現

と
順
々
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く

相
互
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
家
計
を
預
か
る
奥
さ
ん
に
と
っ
て
、

保
険
料
の
ア
ッ
プ
は
頭
の
痛
い
こ
と

で
す
が
、
老
後
の
柱
と
な
る
国
民
年

金
制
度
を
今
後
も
健
全
に
運
営
し
て

い
く
た
め
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

四
月
か
ら

　
六
千
七
百
四
十
円
に

唖ん「

　　　　　キ

国四
民
年
金
の
保
険
料

ー
ー
愈
く
ル
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輩麗樋◎薩壁

　
六
十
年
度
集
落
転
作
面
積
等
配
分
会

議
が
、
先
月
二
十
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、
町
、
普
及
所
、
農
協
の

関
係
者
と
、
六
十
一
人
の
転
作
推
進
委

員
が
出
席
し
、
転
作
の
推
進
方
法
な
ど

に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。

転作面積等配分会議

琳
細
燗
期
今
年
は
三
期
の
一

　
水
田
利
用
再
編
対
策
は
、
昨
年
か
ら

第
三
期
目
に
入
り
、
新
た
に
「
他
用
途

利
用
米
制
度
」
が
加
わ
っ
た
こ
と
な
ど

で
、
い
っ
そ
う
厳
し
さ
が
増
し
て
い
ま

す
。　

こ
う
し
た
中
で
、
川
西
町
で
は
五
十

九
年
度
も
転
作
等
目
標
面
積
に
対
し
て
、

一
〇
四
．
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
実
績

を
上
げ
、
引
き
続
き
関
係
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

国
の
推
進
方
針
に
よ
る
と
、
第
一
二
期

二
年
目
の
六
十
年
度
は
、
地
域
ぐ
る
み

　
米
は
今
後
も

　
　
　
　
過
剰
基
調

　
国
は
、
六
十
年
度
の
転
作
等
目
標
面

積
を
、
ゆ
と
り
あ
る
米
管
理
の
確
保
と

過
剰
米
発
生
防
止
と
の
両
面
に
留
意
し
、

特
に
他
用
途
利
用
米
制
度
の
定
着
化
を

図
る
た
め
、
五
十
九
年
度
よ
り
二
万
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
緩
和
し
、
五
十
七
万
四
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
米
の
潜
在
生
産
力
は
、
需

要
を
三
百
万
ト
ン
以
上
も
上
回
り
、
今

後
と
も
過
剰
基
調
で
推
移
す
る
と
い
う

状
況
に
は
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
米
の
需
給
均
衡
を
図

る
た
め
に
は
、
集
団
転
作
等
へ
の
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
目
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

羅
編
論
糾
鎚
慰
繊
㎝

　
用
途
利
用
米
の
生
産
確
保
な
ど
を
重
点
．

課
題
と
し
て
い
ま
す
・
　
　
【

を
黙
韓
麟
薪
蛋

　
を
効
率
的
に
活
用
し
、
目
標
達
成
を
図
一

る
と
と
も
に
「
藩
ぐ
る
み
の
集
墨

　
作
」
を
定
着
化
し
　
町
農
業
の
振
興
を
一

　
図
る
た
め
、
農
家
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

　
関
係
の
皆
さ
ん
の
い
っ
そ
う
の
ご
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
お
願
い
し
ま
需
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

8
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
5
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
」

　
組
み
を
強
化
し
、
需
要
の
動
向
に
適
切

　
に
対
応
で
き
る
農
業
生
産
構
造
を
確
立

　
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

川
西
町
の
目
標
面
積

　
六
十
年
度
の
転
作
等
目
標
面
積
は
別

表
の
と
お
り
で
す
。

　
川
西
町
へ
の
配
分
は
、
良
質
米
生
産

地
と
い
う
こ
と
か
ら
配
慮
が
加
え
ら
れ
、

県
平
均
の
緩
和
率
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

に
対
し
、
五
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
面
積

で
は
五
．
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緩
和
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
集
落
別
目
標
面
積
の
配
分
方
法
は
、

五
十
九
年
度
農
業
共
済
細
目
書
を
基
に

異
動
調
査
を
実
施
し
、
集
落
か
ら
報
告

の
あ
っ
た
面
積
を
基
礎
に
、
地
区
の
実

情
と
公
平
の
確
保
の
た
め
、
所
要
の
調

整
を
加
え
る
、
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

第3期基本目標面積と60年度転作等目標面積

基　　　本

目標面積

昭和60年度
転　作　等
目標面積

転作率
転作等を
要する面積

他用途利用
米の生産を
要する面積

他用途利
用米生産
予定数量

全　　国 600，000泥¢ 574．000£¢ 20．6％ 518，000毘¢ 56，000砺 270，000，000晦

新潟県 20，820 19，820 11．9 15，284．5 4，535．5 23，000，000

川西町 110．5 104．2 9．3 93．7 10．5 48，060

町
の
基
本
方
針

　
転
作
等
目
標
面
積
が
緩
和
さ
れ
た
中

で
、
第
三
期
の
二
年
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
過
去
の
実
績
を
踏

ま
え
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
関
係
機
関
が

創
意
を
結
集
し
た
推
進
体
制
を
さ
ら
に

強
化
す
る
と
と
も
に
「
集
落
ぐ
る
み
の

集
団
転
作
の
定
着
化
」
を
推
進
し
て
、

地
域
農
業
の
再
編
成
と
生
産
性
向
上
を

図
る
こ
と
を
町
の
基
本
に
据
え
ま
し
た
。

　
六
十
年
度

　
　
　
町
の
転
作
関
連

　
　
　
　
　
　
補
助
事
業

　
町
は
、
水
稲
か
ら
他
作
物
へ
の
転
換

を
推
進
ず
る
た
め
、
生
産
組
織
等
が
実

施
す
る
転
作
関
連
事
業
に
つ
い
て
、
次

の
補
助
金
を
予
算
の
範
囲
内
で
出
し
ま

す
。▽

川
西
町
重
点
作
物
奨
励
補
助
金

　
町
の
重
点
作
物
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
大
豆
、
青
刈
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
加

工
用
ナ
ス
、
シ
ロ
ウ
リ
、
キ
ュ
ウ
リ
、

野
沢
菜
な
ど
の
集
団
転
作
を
実
施
し
た

生
産
組
織
に
対
し
、
十
ア
ー
ル
当
た
り

二
千
円
以
内
の
補
助
金
を
交
付

▽
転
作
中
核
集
団
育
成
事
業
費
補
助
金

　
該
当
す
る
作
物
の
栽
培
を
共
同
作
業

で
実
施
し
た
組
織
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付

　
ほ
か
に
、
集
落
転
作
推
進
活
動
委
託

費
の
助
成
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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　　上越新幹線

　　　　上野駅開業

記念行事にお出かけを！

｝酬罫轡，Pノ
薫乱

　ヂドハ　め

許縁難
講

縷灘顯馨．．

　　3月14日の上越新幹線上野駅乗

　り入れに関連して、多彩な行事が

　計画されていますが、川西町でも

　次の催しに参加します。

　　東京での催しには、そちらでお

　暮らしの親類・知人の皆さんがお

　出かけくださるよう、声を掛けて

　いただければ幸いです。

　囹上野不忍池周辺

　＊3月14日～3月17日
　　「にいがた村観光物産フェァ」

　　・テント村に新潟の特産物を置

　　　く

　　・川西町からは、ワラ工芸品・

　　　野沢菜漬・ほしそば・川西漬

　　　ほか

　囹越後湯沢駅

　＊3月14日　午後1時～4時
　　rふるさと芸能」

　　・泉踊会ほかの皆さんが出演

　　・出し物は、川西小唄・天神ば

　　　やし

　＊3月14日～3月17日
　　rワラ工芸品の実演と即売」

　　・中仙田ニコニコ会の皆さんに

　　　よる

　　r児童絵画展」

　　・千手・上野・橘小学校の児童

　　　の作品を展示

〆

転作奨励補助金の．交付額

種類 作物名
基本額
，④

バ　ラ

転作

団地化計

画の部分
（第1種加算金）

転作定着
化該当地

（第2種加算金）

特定作物
大豆、そば、麦、飼

料作物

41，000
④
の
み

④
十
20，000

④
十
1
0
， 000

永年性

作　　物

果樹（ぶどう、りん

ごを除く）

49，000
④
の
み

④
十
2
0
， 000

④
十
1
0
， 000

一般作物

たばこ、青刈稲、大

豆以外の豆類、養魚

池、水田養魚、林地、

など

26，000

，④

のみ

④
十
1
5
， 000

④
十
10，000

野　　菜

この地域で栽培でき

る野菜（れんこん、

くわいを含む）

21，000
④
の
み

④
十
1
5
， 000

④
十
10，000

※管理転作は21，000円、土地改良通年施行は24，000円の基本額
　が交付されます。

レ転作定着化推進第1種加算の要

　件

・団地化転作の場合

転作田が完全に地続きで、団地

　の規模が3触以上であること。

　また1触以上の団地を集めて、

　団地の面積の合計が転作面積の

　3分の2以上あること。団地内

　の転作作物は、原則として2作

物以内に統一されていること。

レ転作定着化推進第2種加算の要

件

・集落転作の場合

集落内の水田耕作者の3分の2

以上により、転作の推進を図る

ための組織が設立されているこ

と。組織に所属する農業者の転

作田に係る農作業を組織の共同

作業として実施するか、あるい

は中核的農家等に作業委託され

ていること。

卿パ嚇べy一即一一一～（・ウーノーべ＿1愛｝〔＿パト麟

59年度の転作

　　達成率は104．6％

59年度転作等実施状況　1俵＝60鯵

主な作物別作付面積

大豆　25．1勧
そ　　ば　　　　11．7

飼料作物　　　　29．5

（うち青刈とうもろこし

　　　　　　　19．4）

青　刈　稲

加工用ナス

シロウリ

レンコン・クワイ

保全管理

8．2£¢

1．0

0．5

5．7

1．8

転作等目標面積 転作を要する面積 他用途米面積

109．9£¢ 99．5御
10．4勧

（808俵）

転作等実施面積 115．0る¢

達成率 104．6％

転　作　等 98．1肋

実施農家数 877戸他用途米
16．9肋

（1，151俵）

ご協力ありがとうございました。
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有
限
会
社
川
西
縫
製
が
発
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
マ
ヤ
㈱
仙
田
工
場
を
改
組
し
て

　
誘
致
企
業
第
一
号
と
し
て
十
五
年
の

歴
史
を
経
た
ハ
リ
マ
ヤ
運
動
用
品
株
式

会
社
仙
田
工
場
は
、
本
社
の
経
営
上
の

行
き
詰
ま
り
か
ら
二
月
二
十
日
を
も
っ

て
工
場
閉
鎖
と
な
り
、
か
ね
て
か
ら
関

係
機
関
の
助
言
や
援
助
を
得
な
が
ら
、

丸
山
工
場
長
を
中
心
に
従
業
員
間
で
事

後
対
策
を
練
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の

際
、
か
つ
て
の
従
業
員
が
一
致
団
結
し

て
、
有
限
会
社
「
川
西
縫
製
」
と
い
う

新
会
社
を
創
立
し
、
二
月
二
十
一
日
付

で
め
で
た
く
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
取
締
役
四
名
、
監
査
役
二
名
の
男
子

役
員
を
現
場
の
長
と
し
、
女
子
従
業
員

五
十
一
名
、
臨
時
女
子
職
員
四
名
の
総

数
六
十
一
名
で
、
社
長
丸
山
一
徳
氏
以

下
文
字
ど
お
り
一
丸
と
な
っ
て
、
自
分

た
ち
の
手
で
、
自
分
た
ち
の
会
社
の
発

展
を
期
し
、
心
を
一
つ
に
真
剣
な
ス
タ

ー
ト
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
経
営
の
目
標
と
原
則
を
「
仙
田
地
域

の
地
場
産
業
と
し
て
定
着
し
、
従
業
員

の
経
済
的
恩
恵
を
増
す
と
と
も
に
、
地

域
の
振
興
に
役
だ
ち
、
全
員
で
金
を
稼

ぎ
、
そ
れ
を
分
配
す
る
。
働
か
ざ
る
者

は
食
う
べ
か
ら
ず
」
と
し
て
お
り
、
覚

悟
の
ほ
ど
が
あ
り
あ
り
と
伺
わ
れ
ま
す
。

　
工
場
は
い
ま
の
と
こ
ろ
、
ハ
リ
マ
ヤ

運
動
用
品
（
株
）
か
ら
の
賃
借
で
滑
り

出
し
ま
し
た
。

　
新
会
社
の
発
展
を
心
か
ら
祈
念
し
、

大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
も
の
で
す
。

十日町地域広域事務組合

昭和59年12月31日現在

、酪財
“
…
㎜

昭和59年度各会計予算執行状況
　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

　　　項　目会計区分 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一　般　会　計 65，425 50，365 77．0 49，852 76．2

轡群㌢夕許 4，219 1，742 41．3 1，331 31．5

轟馬u場～壽 3，350 2，704 80．7 2，035 60．7

合　　　　　計 72，994 54，811 75．1 53，218 72．9

昭和59年虚〉市町村別負担金状況
　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

　　会計区分
市町村

一般会計
総合福祉
セソター
特別会計

と畜場
事　　業
特別会計

合　　計 構成比

十日町市 29，558 29 660 30，247 46．5

川　西　町 9，510 22 128 9，660 14．8

津　南　町 13，745 3，753 236 17，734 27．3

中　里　村 7，335 26 76 7，437 11．4

合　　　　計 60，148 3，830 1，100 65，078 100．0

火災・水害・救急車等出動状況
　　　　　　　　　　（59．4．1～59．12．31）

十日町市 川西町 津南町 中里村 合　計

火災水害等 17回 4回 7回 4回 32回

救急車出動 561 98 169 55 883

計 578 102 176 59 915

総合福祉センター・と畜場利用状況
　　　　　　　　　　　（59．4．1～59．12．31）

十日町市 川西町 津南町 中里村 その他 合　計

福祉セソター
人
3
7 9

人
3
5

　人
7，696

人
3
9 2

人
190

　人
8，692

と畜場 　頭
2，868

　頭
1，370

　頭
4，442

頭
9
1 8

頭
5
4 5

　　頭
10，143

所
得
税
・
住
民
税
の
中
告

　
も
う
お
済
み
で
す
か

　
昭
和
五
十
九
年
分
の
所
得
税
・
贈
与

税
の
申
告
と
納
税
は
三
月
十
五
日
が
期

限
で
す
。

　
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が

申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
正
し
く
な
い

申
告
を
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
が
課
さ
れ
ま
す
。
期
限
内
に
正
し
い

申
告
と
納
税
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の

申
告
も
三
月
十
五
日
が
期
限
で
す
。
今

年
の
一
月
一
日
現
在
川
西
町
に
住
ん
で

い
て
、
前
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
以
外
は
、

役
場
に
中
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
給
与
所
得
だ
け
で
給
与
支

払
報
告
書
が
勤
め
先
か
ら
役
場
に
出
て

い
る
人
は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）納税相談の様子（2／28総合センターで
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川

西

町

の
元

　
先
号
で
紹
介
し
た
「
ま
ん
」
の
反
響

　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
ろ
く

が
意
外
に
大
き
く
、
元
隷
時
代
（
一
六

八
八
～
一
七
〇
三
）
の
川
西
町
に
関
心

を
持
つ
方
も
大
ぜ
い
お
ら
れ
る
よ
う
な

の
で
こ
の
時
代
を
特
集
す
る
こ
と
に
し

た
。

　
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
十
日

町
組
に
属
し
た
川
西
町
は
、
天
和
元
年

（
一
六
八
一
）
に
起
き
た
高
田
の
お
家

騒
動
の
あ
と
、
勤
番
大
名
に
支
配
さ
れ

て
ま
も
な
く
幕
府
直
轄
領
に
復
し
、
十

日
町
陣
屋
の
支
配
下
で
元
隷
時
代
を
迎

え
て
い
る
（
川
西
町
の
歩
み
）
。

　
二
年
に
入
る
と
、
代
官
が
馬
場
新
右

衛
門
に
な
っ
た
。
室
島
で
は
相
国
寺
が

火
災
で
焼
失
し
た
。
四
年
に
は
、
上
野

か
ら
二
人
の
兄
弟
が
、
城
山
の
奥
へ
入

植
し
て
田
代
新
田
の
開
発
が
始
ま
っ
て

い
る
。
大
貝
と
三
桶
（
現
小
国
町
）
の

間
で
は
境
界
争
い
が
起
こ
り
、
代
官
の

調
停
で
よ
う
や
く
和
解
し
た
。

　
奥
山
寛
干
（
長
徳
寺
副
住
職
）
師
に

よ
る
と
、
釈
尊
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た

仏
教
が
中
国
を
経
て
日
本
に
至
り
、
こ

こ
川
西
の
里
に
も
伝
わ
っ
て
お
寺
や
お

堂
が
建
て
ら
れ
、
野
仏
ま
で
も
造
ら
れ

て
信
仰
の
花
盛
り
を
迎
え
た
の
は
元
隷

の
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
む
べ
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
せ
ん
お
う

か
な
、
十
日
町
の
水
月
鳳
仙
嬰
（
水
月

コ
求
土
寸
　

⊥
f
　
ロ
”
　
ノ
ー

寺
二
世
）
が
妻
有
の
霊
場
を
く
ま
な
く

巡
礼
し
、
そ
の
在
所
の
由
来
を
織
り
ま

ぜ
て
百
三
十
三
番
の
歌
を
詠
ん
だ
の
は

四
年
の
夏
で
、
川
西
町
で
は
九
十
一
番

の
千
手
（
不
動
寺
）
か
ら
百
五
番
の
野

口
ま
で
、
次
に
記
す
十
五
の
霊
場
が
名

指
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
た
の
め

只
頼
免
　
千
手
の
ち
か
ひ
き
く
時
ハ

よ
ろ
ず
　
ね
　
　
　
　
　
か
な

　
萬
の
祢
が
ひ
　
叫
は
ぬ
ハ
な
し

　
　
　
　
　
　
九
十
一
番
　
　
千
手

　
　
　
こ
こ
ろ

立
出
て
愛
ハ
か
ら
す
の
羽
黒
山

　
　
　
な
ご
り

　
雲
に
鯨
波
の
　
お
も
ひ
川
か
ぜ

　
　
　
　
　
　
九
十
二
番
　
羽
黒
山

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぶ
み

法
性
の
室
嶋
な
れ
ど
新
浮
海
川

　
ワ
り
　
ニ
ん

　
有
為
の
波
風
　
立
た
ぬ
間
ハ
な
し

　
　
　
　
　
　
九
十
三
番
　
　
室
嶋

　
　
　
り
　
た
の
み
　
か
け

参
る
よ
里
　
頼
を
懸
る
藤
沢
や

　
　
レ
り
て
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
花
の
蔓
に
　
む
ら
さ
紀
の
雲

　
　
　
　
　
　
九
十
四
番
　
　
藤
沢

　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
あ
す
か

人
心
夜
の
間
に
か
は
る
飛
鳥
川

　
ふ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
渕
は
岩
瀬
と
な
る
も
夢
の
間

　
　
　
　
　
　
九
十
五
番
　
　
岩
瀬

あ
お
や
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
さ
め

青
柳
の
枝
に
か
か
れ
る
春
雨
ハ

　
い
と
も
て
ぬ
け

　
糸
以
貫
る
　
玉
か
と
ぞ
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
り
ゅ
ド
り

　
　
　
　
　
　
九
十
六
番
　
青
柳
寺

　
　
も
る
　
　
そ
ワ
り
ず

山
田
守
　
僧
都
に
似
た
る
順
礼
も

　
ご
　
せ

　
後
世
の
為
に
ハ
　
頼
も
し
き
か
な

　
　
　
　
　
　
九
十
七
番
　
　
山
田

　
　
　
か
し
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
や
さ
し

雨
宿
を
借
津
る
よ
し
の
姻
郷
さ
ハ

　
か
り
そ
め
　
　
　
　
ら

　
假
借
な
が
羅
　
ち
と
せ
忘
れ
じ

　
　
　
　
　
　
九
十
八
番
　
　
鶴
吉

長
安
の
都
も
な
ど
か
た
の
し
ま
ぬ

　
い
そ
じ
の
ゆ
め
　
　
ま
く
ら

　
五
十
年
乃
遊
免
の
　
枕
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
九
十
九
番
長
安
寺

よ
ろ
ヨ
ず
よ

萬
世
の
願
を
お
さ
む
上
野
寺

　
導
き
た
ま
へ
　
一
つ
は
ち
す
に

　
　
　
　
　
　
　
　
百
番
　
　
上
野

ふ
だ
ら
く
　
　
　
　
う
つ

補
陀
落
や
　
岸
打
波
ハ
長
徳
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
き
つ
せ

　
吉
田
山
に
や
　
ひ
．
・
く
滝
津
瀬

　
　
　
　
　
　
　
百
一
番
長
徳
寺

三
両
の
金
を
入
れ
て
供
養
せ
よ

ひ
ゃ
く
み
ぐ
そ
く
　
　
な
き
　
も
と
め

　
百
味
具
足
の
　
無
を
求
免
て

　
　
　
　
　
　
　
百
二
番
　
　
三
領

　
　
　
　
　
な
ち
の
み
や
ま

仁
田
の
沢
　
那
智
乃
御
山
を
移
し
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
熊
野
乃
浦
に
　
立
ハ
志
ら
波

　
　
　
　
　
　
　
百
三
番
　
　
仁
田

お
や
ま
べ

小
山
辺
に
き
く
に
北
田
の
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
ふ
る
さ
と

　
我
古
郷
を
　
と
も
に
か
た
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
百
四
番
　
　
北
田

ふ
り
そ
め
　
　
　
か
の
こ

降
初
し
　
鹿
子
野
口
に
残
る
ら
ん

　
き
さ
ら
ぎ
や
よ
い
　
ゆ
き
　
　
む
ら
ぎ
え

　
衣
更
着
弥
生
　
周
雪
の
村
消

　
　
　
　
　
　
　
百
五
番
　
　
野
口

　
「
妻
有
組
諸
色
改
覚
書
（
中
魚
沼
郡

誌
）
」
が
、
五
年
の
戸
口
を
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。
　
（
仁
田
と
野
口
は
会

津
・
松
平
正
光
の
預
り
領
で
小
千
谷
組

に
属
し
て
い
た
）

伊高霜鶴坪小三下新上大小大大岩赤中室桐小高霧藤田越塩寺木木
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ノ戸ノコ斥ノコ∫コノコノコ斤！斤コノコノコノコFIノコノコ∫コノコノコF6斤1斥∫コノコ斥ノコノコノコノコFl

O六六三三二八八五五六六四五〇七三八二四〇五八二六一五七八
三〇一八二四四九八五七一三五一五九八四七九一三八九二一六七
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

〃中黒沖友
樽屋
沢敷島立重
分

　
水
口
沢

　
千
手
堂

　
上
新
井

　
東
善
寺

　
山
野
田

ほ
しり

、

　
一
戸

二
〇
戸

　
一
戸

五
一
戸

一
一
戸

三
五
戸

　
九
戸

一
七
戸

一
五
戸

　
二
戸

　
　
五
人

一
二
九
人

　
　
三
人

二
六
一
人

　
六
四
人

一
七
七
人

　
三
九
人

一
三
〇
人

　
八
二
人

　
一
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り

　
六
年
に
は
、
沖
立
と
稲
葉
の
間
で
刈

干
山
の
地
境
を
め
ぐ
る
争
い
事
が
起
こ

　
　
調
停
で
き
ず
、
昭
和
三
十
一
年
に

至
っ
て
よ
う
や
く
和
解
し
て
い
る
。

　
七
年
に
は
「
改
村
鑑
」
が
ま
と
め
ら

れ
た
。
村
高
、
田
畑
の
面
積
と
格
付
け

産
業
、
村
役
、
戸
口
、
社
寺
、
山
林
や

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
が
い

河
川
と
そ
の
入
会
、
灌
概
と
用
水
、
村

境
や
中
心
地
へ
の
距
離
、
旧
跡
、
由
緒

な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
　
「
町
史
こ
ぼ

れ
話
」
に
も
ま
と
め
て
発
刊
し
た
。

　
十
年
に
は
、
仙
田
村
一
円
の
取
れ
高

や
戸
数
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
明
，

細
書
が
馬
場
新
右
衛
門
代
官
に
差
し
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
十
五
年
に
は
、
陣
屋
が
十
日
町
で
は

諸
事
に
不
便
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

「
千
手
陣
屋
設
置
願
」
が
川
西
三
十
一

か
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
許
可
が
得
ら

れ
た
が
、
津
南
方
面
の
村
々
か
ら
強
い

反
対
陳
情
が
起
こ
っ
て
実
現
し
な
か
っ

た
。
こ
の
一
件
は
、
本
紙
の
昭
和
四
十

年
十
、
十
一
月
号
で
上
村
政
基
氏
が
詳

し
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
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響毒轟、星名両選手丸山

　さしもの60豪雪も2月に入って

からは降り止み、雪の降る時期が

1か月早かったような感じがしま
す。

　2月から3月上旬にかけてのこ

の地方の話題は、スキーのことが

中心となります。

　今年も町から冬季国体に2人の

スキーヤーが出場し、活躍されま

した。　「ひろば」では、2選手を

追いかけてみたのですが……。

　
第
四
十
回
国
体
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競

技
会
が
、
二
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日

に
か
け
て
、
群
馬
県
片
品
村
で
行
わ
れ

ま
し
た
σ

　
川
西
町
か
ら
、
距
離
・
成
年
女
子
一

部
に
丸
山
千
華
子
選
手
（
日
体
大
二
年

・
上
町
）
、
複
合
・
少
年
男
子
に
星
名

知
彦
選
手
（
川
西
高
校
三
年
・
沖
立
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
二
選
手
の
活
躍
ぶ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　
丸
山
選
手
は
、
国
体
の
あ
と
東
京
へ

戻
り
、
す
ぐ
に
二
十
八
日
の
大
鰐
（
青

森
）
で
の
秩
父
宮
賜
杯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
に
出
場
し
、
三
月
三
日
に
は
裏
磐

悌
で
の
女
子
20
K
に
出
場
、
三
月
六
日

に
は
札
幌
の
全
日
本
に
出
場
と
の
こ
と

で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。　

こ
ん
な
こ
と
で
、
お
会
い
し
て
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

丸
山
選
手
の
滑
走
フ
オ
ー
ム

57

・
5
屏
）
　
1
5
位
）

（
距
離
2
0
5
・
1
5
0
点
（
4
6
分

08
秒
）
　
9
位
）

丸
山
千
華
子
選
手

星
名
知
彦
選
手

①
出
場
種
目
と
月
日

▽
距
離
・
成
年
女
子
一
部

　
二
月
二
十
一
日

②
タ
イ
ム
と
順
位

　
2
0
分
2
5
秒
7
　
1
5
位

（
5
K
）
二

①
出
場
種
目
と
月
日

▽
複
合
・
少
年
男
子

・
複
合
前
半
ジ
ャ
ン
プ
　
ニ
月
二
十
一

　
日

・
複
合
後
半
1
5
K
ク
ロ
ス
ヵ
ン
ト
リ
ー

　
二
月
二
十
二
日

②
タ
イ
ム
（
得
点
等
）
と
順
位

　
総
合
得
点
3
6
3
・
9
5
0
点
　
1
0

　
位
入
賞
（
出
場
4
5
人
中
）

　
（
飛
躍
1
5
8
・
8
点
（
56
・
5
層
、

．
崇

　
星
名
選
手
に
は
次
の
質
問
を
し
て
み

ま
し
た
。

▼
レ
ー
ス
の
模
様
は
…
…

○
ジ
ャ
ン
プ
は
試
合
当
日
に
な
っ
て
調

　
子
が
出
ま
し
た
。
距
離
で
は
ほ
と
ん

　
ど
が
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
と
い

　
う
レ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

▼
ス
キ
ー
に
対
す
る
熱
意
は
…
…

○
春
か
ら
イ
ン
タ
ハ
イ
、
国
体
入
賞
を

　
目
ざ
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

　
だ
け
に
大
会
間
近
に
な
る
と
5
時
ご

　
ろ
に
は
目
が
覚
め
る
ほ
ど
の
緊
張
ぶ

　
り
で
し
た
。

▼
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
…
…

○
自
分
が
卒
業
す
る
ま
で
に
は
な
ん
と

　
か
ジ
ャ
ン
プ
を
す
る
後
輩
を
つ
く
ろ

　
う
と
し
た
ん
で
す
が
残
念
な
が
ら
…

　
…
。
イ
ン
タ
ハ
イ
、
国
体
を
目
ざ
し

　
て
練
習
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
今
、
お
感
じ
の
こ
と
は
…
…

○
国
体
は
イ
ン
タ
ハ
イ
な
ん
か
と
違
っ

星
名
選
手
、
町
民
ス
キ
ー
大
会
で

　
て
、
少
年
も
成
年
も
一
つ
に
な
っ
て

　
が
ん
ば
る
ん
だ
と
い
う
団
結
心
み
た

　
い
な
も
の
に
あ
お
ら
れ
て
、
自
然
に

　
や
る
気
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

〇
三
年
計
画
と
い
う
か
、
高
校
の
三
年

間
で
全
国
大
会
入
賞
を
目
ざ
し
て
が

　
ん
ば
っ
て
き
た
か
い
が
あ
っ
て
、
イ

　
ン
タ
ハ
イ
、
国
体
と
も
1
0
位
ぎ
り
ぎ

り
で
し
た
が
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

　
ま
し
た
。

○
ジ
ャ
ン
プ
は
始
め
て
か
ら
一
二
年
で
す

が
、
短
い
期
間
で
や
り
遂
げ
た
ん
だ

な
あ
と
い
う
充
実
感
を
今
し
っ
か
り

　
と
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

○
多
く
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
、
助
け

　
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
目
標
を
達
成

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

川西町の積雪状況
（単位：cm）

月　日 60年 59年 58年 57年 56年
2・　5 270 329 125 158 377

2・10 240 364 170 190 415

2・15 270 335 230 196 353

2・20 257 338 186 150 336

2・25 310 300 192 126 355
2・末日 288 344 220 1140 415
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酒
と
ス
ピ
ー
ド

ヨネザワ製菓にお勤めの

小白倉の方々　，＿一．

出稼ぎ先

　職場へ

に
酔
う
な

まやじお

川
西
町
交
通
安
全
協
会
藤
田
隆
策
さ
ん

　
昨
年
の
新
潟
県
内
で
の
交
通
事
故
に

よ
る
死
者
は
百
九
十
三
人
で
し
た
。
県

や
県
警
が
昭
和
五
十
五
年
か
ら
目
標
に

し
て
き
た
「
年
間
死
者
二
百
人
以
下
」

は
、
五
年
目
に
し
て
や
っ
と
達
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
関
係
者
は
、
今
年
の
目
標
を
「
百
九

十
人
以
下
」
と
し
て
、
引
き
続
き
ド
ラ

イ
バ
ー
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
死
亡
事
故
に
つ
な
が
り
や
す
い
飲
酒

運
転
・
ス
ピ
ー
ド
違
反
・
一
時
不
停
止

の
い
わ
ゆ
る
交
通
三
悪
追
放
は
、
死
亡

事
故
抑
止
目
標
の
最
重
点
項
目
で
す
。

　
交
通
安
全
協
会
や
民
問
団
体
の
地
味

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
、
家
庭
で
の
「

人
命
尊
重
」
を
中
心
と
し
て
話
し
合
う

中
な
ど
で
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
認
識

し
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
年
再
び
死
者

数
が
増
え
た
の
で
は
な
ん
の
意
昧
も
あ

り
ま
せ
ん
。
目
標
を
う
ん
ぬ
ん
す
る
よ

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
一
人
の
心
の
中

に
、
事
故
防
止
に
対
す
る
意
識
を
植
え

付
け
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

「
人
命
、
家
庭
を
打
ち
砕
く

ス
ピ
ー
ド
の
破
壊
力
」

　
車
の
持
つ
最
も
本
質
的
な
機
能
は
、

そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
現
実
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
ピ

ー
ド
制
限
が
あ
り
、
車
本
来
の
機
能
に

制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
か

と
い
い
ま
す
と
、
速
度
は
事
故
の
危
険

　
先
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の

三
日
問
、
出
稼
ぎ
相
談
員
の
斎
木
定
太

郎
さ
ん
と
、
農
協
、
役
場
の
担
当
者
が
、

東
京
、
埼
玉
の
出
稼
ぎ
先
職
場
七
社
を

訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
元
気

で
お
働
き
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
写
真
は
、
二
十
日
に
埼
玉
県
の
ヨ
ネ

ザ
ワ
製
菓
を
訪
れ
た
と
き
の
も
の
で
す
。

　
川
西
町
か
ら
今
年
出
稼
ぎ
に
出
て
い

る
方
は
、
二
百
人
く
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

を
は
ら
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

　
死
亡
事
故
を
み
る
と
ス
ピ
ー
ド
違
反

に
よ
る
も
の
が
全
体
の
約
二
五
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
、
い
か
に
ス

ピ
ー
ド
の
持
つ
破
壊
力
や
怖
さ
を
軽
視

し
て
い
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
時
速
六
十
キ
ロ
の
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
た
車
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

に
ぶ
つ
か
っ
た
場
合
、
ビ
ル
の
五
階
（

約
十
四
メ
ー
ト
ル
）
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ

か
ら
落
ち
た
と
き
と
同
じ
衝
撃
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
冬
場
の
道
路
は
凍
り
付
い
た
り
、

雪
の
た
め
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
の

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
、
危
険
極
ま

り
な
い
こ
と
で
す
。
制
限
速
度
の
一
割

ダ
ウ
ン
と
、
状
況
に
応
じ
た
ス
ピ
ー
ド

と
で
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ゆ
と
り
あ
る
運
転
が
で
き
て
こ
そ
、

車
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

わ
し
の
　
　
搬

　
　
　
　
　
自
慢
甑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
」
、
誓
ぜ

濁
、
“
雛
廃
黄
ゆ
寮
鏑
“
窮
罫
綬
嘉
遜
器
驚

日
本
画
に

　
　
心
を
表
現
し
ま
す

　
　
　
下
平
新
田

　
　
　
　
上
村
千
代
子
さ
ん

　
　
上
村
さ
ん
と
日
本
画
の
出
会
い
は

新
聞
が
取
り
持
ち
と
な
っ
た
。

　
　
「
十
日
町
の
市
民
講
座
で
日
本
画

の
講
座
生
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を

地
方
紙
で
知
り
ま
し
た
。
五
十
五
年

の
こ
と
で
す
。
絵
筆
を
持
っ
た
こ
と

の
な
い
人
が
対
象
と
な
っ
て
い
て
、

そ
れ
が
興
昧
を
引
き
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
年
に
教
員
生
活
に
ピ
リ
オ

ド
を
打
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

れ
に
参
加
し
、
田
中
武
夫
先
生
（
現

津
南
中
）
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま

し
た
」

　
今
は
、
十
五
人
く
ら
い
で
日
本
画

同
好
会
を
作
り
、
週
に
一
回
ぽ
ど
十

日
町
で
研
究
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
　
「
日
本
画
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
。

パ
ネ
ル
に
和
紙
を
は
り
、
絵
の
具
が

散
ら
な
い
よ
う
に
ド
ウ
サ
び
き
を
し

ま
す
。
そ
れ
か
ら
日
本
画
は
岩
絵
の

具
を
使
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
も
前
の

　日

に
溶
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
　
風
景
画
を
描
く
と
き
は
、
ス
ケ
ッ

チ
に
同
じ
と
こ
ろ
へ
四
、
五
回
通
う

と
い
う
。

　
「
早
朝
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
構
図
、
下
絵
作
り
に
も
時
間

を
か
け
ま
す
。
こ
の
と
き
は
楽
し
い

で
す
よ
」

　
上
村
さ
ん
は
、
残
雪
と
新
緑
の
風

景
を
好
ん
で
描
か
れ
る
。

　
「
春
先
に
は
、
車
で
六
日
町
な
ど

へ
も
ス
ケ
ッ
チ
に
行
き
ま
す
」

　
庭
の
草
花
も
育
て
る
だ
け
で
な
く
、

描
き
留
め
て
お
か
れ
る
。

　
「
日
本
画
は
、
気
温
が
十
五
度
以

下
に
な
る
と
に
か
わ
な
ど
の
関
係
で

描
け
な
く
な
り
ま
す
」

　
冬
は
書
道
を
中
心
と
し
、
俳
句
や

短
歌
も
た
し
な
ん
で
お
ら
れ
る
。

　
「
絵
で
自
分
の
心
を
表
現
し
、
俳

句
や
短
歌
で
心
を
深
め
、
書
道
を
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
ま
す
」
と

上
村
さ
ん
は
ご
自
分
の
趣
昧
を
解
説

さ
れ
た
。

「牡丹」と「越ケ沢」の絵です
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町行造林事業の

作業班員募集

　町内の山林地帯で、雑木の伐採

や杉苗の植栽などの作業に従事し

てくださる人を募集します。

①募集人員　男子55人　女子若干

②採用条件

　（1）川西町の住民で健康な人

　（2〉男子はチェンソー・刈払機の

　　操作ができる人

　（3）年齢は4月1日現在70歳未満

　（4）募集人員を超えた場合は、技

　　術・資格・年齢等を考慮して

　　選考する

③賃金　原則として川西町農業標

　準賃金を基本日額とし、ほかに

　技術・運転手等の諸手当を加算

　して決める

④勤務日数等を勘案した特別賞与

　を支給する

⑤期間　昭和60年5月1日から60
　年11月30日までの予定

⑥就業時間　始業午前8時、終業

　午後5時10分
⑦休日　原則として日曜日とする

⑧その他　短期特別雇用保険、労

　働災害適用の制度あり

⑨申し込み方法健康診断書1通、

　自動車運転免許所有者は免許証

　の写し、それに印鑑を持参して

　産業課林政係へ申し込む

⑩締め切り　3月30日

0採用通知　選考のうえ4月20日

　までに各人に通知する

フLノミィクタイヤ

早期交換にご協力を

　新潟県では、スパイクタイヤの

使用による道路の損耗や生活環境

に対する影響が心配されることか

ら、　rスパイクタイヤ不使用に関

する実施要綱」を制定し、その趣

旨の周知徹底に努めてきました。

　スパイクタイヤ使用の方は、春

先でスパイクタイヤ装着の必要が

なくなる時期には、ただちに夏タ

イヤに交換するよう、ご協力くだ

さい。

4月から

法人県民税・

　　法人事業税の

申告先が変わります

一県からのお知らせ一

　県では、昭和60年度から法人県

民税・法人事業税の事務を集中し

て取り扱うため、新潟市（県庁内）

に現行の自動車税事務所と一体と

なったr新潟県法人・自動車県税

事務所（仮称）」を設置すること

を、現在開会中の県議会に提案し

ています。

　条例が改正された場合、昭和60

年4月1日からは、いまの自動車

税の事務と一緒に、法人県民税・

法人事業税の課税および収納の事

務を集中して取り扱うことになり

ます。

　したがって、法人県民税・法人

事業税の申告書や法人の新設（変

更）届等の提出先および納税状況

等の照会先は、従来の各財務事務

所からr法人・自動車県税事務所
（仮称）」に変わりますので、郵

送等により、よろしくご協力をお

願いします。

　4月1日以後、各財務事務所で
はこの税の事務は取り扱わないこ

とになりますのでご注意ください。

　ただし、昭和60年3月申告分に

ついては、3月末日が日曜日とな

っていますので、4月1日までに

従来どおりの各財務事務所に当該

申告書等を提出してください。

　納付場所は、金融機関・郵便局

等、現在と変わりありません。

　納税証明は、従来どおり各財務

事務所で取り扱います。

＊詳しいことは、県総務部税務課

〔盈0252（23）5511内線3064〕

または最寄りの財務事務所へおた

ずねください。

⑳⑦㊦、

農業用軽油

霞

免税証の交付

設置予定のr新潟県法人・

自動車県税事務所」の所在地

　農業用軽油の免税証交付を次の

とおり行います。該当される方は、

忘れずに交付を受けてください。

　当日交付を受けないと、交付を

受けることができなくなる場合が

あります。

》交付日時　3月25日（月）午前

　10時から午後4時まで（昼休み

　中はご遠慮を）

1〉交付場所　川西町役場

》必要書類

　①印鑑（共同申請の場合は全員

　　のものが必要）

　②免税軽油使用者証（継続申請

　　の場合）

　③耕作面積証明書（農業委員会

　　で証明を受ける）

　④使用機械の証明書（所有証明、

　　借用証明）または納品書など

　　の写し（カタログ持参）

》その他　申請用紙は十日町財務

　事務所にあります。

〔4月から6月7日まで〕

〒951　新潟市一番堀通町5924か

か一28（県庁分館1階）　〔費代表（E

　52（23）5511〕

　　〔6月8日以後〕

　〒950　新潟市新光町4番地1
　（新県庁行政庁舎8階）　〔奮代表

　0252（85）5511〕

　　電話アンケートに

　　　　ご注意を！

　最近、県税務課による「税に関

するアンケート調査」と称して、

会社の幹部の方々の氏名、住所等

を電話で聴き取ろうとしている者

がいます。本県では、こうしたこ

とは行っていませんので、ご注意

ください。
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善

出息

次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
江
口
定
一
さ
ん
（
小
白
倉
）
か
ら
二

万
円

※
五
十
嵐
一
男
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
五

万
円

※
星
名
藤
一
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
五
万

円

心
配
ご
と
相
談

・
3
月
1
3
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

・
3
月
2
0
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
3
月
27
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
i

・
4
月
3
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

・
4
月
1
0
日
・
．
．
・
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
で

す
。
事
前
に
事
務
局
〔
智
（
6
8
）
2

3
0
8
〕
へ
相
談
内
容
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。〆イ亭電の　　、

　　由知らせ

・3月20日（水）／午前9時

から正午まで、山野田の一・　塵

織1瓢．ノ
■
　
窯
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l，星1難講孟1位まで）i町民スキー星巨離大会1』さ衡

1蕾鷺）鮪手）犠井馴……轡一一一糊………＼、悌

1橘費騨　　濠吹雪の中で　……ii魅ぱ
ξ　〉小学3年生女子〔1㎞〕　　　　　1　・：：：　　　　　　　　　　酋，　　　：写　　　・　、
～①丸山安紀子（橘）鯉②若iii……タイムを既つ　i……i＼　｛
ξ　山智恵子（上野）6，39”③水落　l　iiiili：iii3i：i：lili三i：i：i3i：i：i：…：i：i3i3i3i：i：i2i3i：iii：　　　　　　　｛

’　　江利子（橘）6，48”　　　　　　　：　　薗輪…’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

ξ〉小学4年甥子〔・㎞〕　　i　　　　　一　誰’㎡”た西た町　～
～　①田村有二（千手）4／58〃②小　：　　　　　　　　　　　　　　　　．　こ　o中距内第　｝
㌔　　　　　　　　　　　　l　　　　　　l　　　　　　　　の　学離小八　㌔

｝　4年生女子〔・㎞〕　…昌醒・．裡醐．謄吹呂力讐髪
～①琳奈奈子・（千手）5／55”②i　．　顎糊　　　雰階潜｝
灘篇（橘）　③藤田佳購、、礁尽・一鱒謙1
1　［＞小学5年生男子〔3㎞〕　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前　　れ日　を第　　’

1識誓隼躍、膿舞iスター・直後の競・合い『脱1論l
l幸∫千手）16’05”　　　i　まりみンしの出けにか催缶状つ員～
き　〉小学5年生女子〔2㎞〕　　　1　個し・んデ吹たとてれこ減’学二参剛態けが　｝
｝①星名夏江（千手）1・’53〃②水i念留射雪o齪魏鵡願融喋募1
｝　落亜樹（千手）11，22”③水落由　1　目　ム歯ヨい　か呈ら戦し選風十込二競なし　多

茎起、（千手）11／23〃　　…森縮狼摂ポ隷類勧轍；1
㌔〉小学6年生男子〔3㎞〕　　　：　わ　いい中悪　そ四選人ま二はい小々始ばけ　㌔
1①高騨樹（千手）14・・6〃②相i君鯖惣拷離騨騎㊥謹離～
～　　崎和行（千手）1429〃③野上忠　　，　　　　　　　　　　　　　　タ　o一てで字し十な　1　｛

1輝（千手）15・11〃　　i　　撫’　1甥諺璽踏｛
｝〉弾6年生好〔2㎞〕　　i　　　　　力と齢客忠湯嘱｛
㌔　①星名薫（千手）10，58”②北村　1　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　ξ

～広子（千手）11’・4”③星野真紀i　　．　　出うれ半大がお手のミ

｛〉中学生女子〔4㎞〕　　…　鶉・　ル疑蓬娩鮎歎髪
｛　①岩坂恵美25／18”②小川千花　1　　　　蹴雛　　　　、　イ　・一手の時　　とした　o｝

｛25’36”③丸山典子25／48”　i　・・、．　ン旱　鐸嬉離綜1
｛　〉高校生男子〔6㎞〕　　　　　　　・　　　、、…，、　　　　　　　　　　　ほ員後ま　　は　　おま　｝

｛α呆坂魅26’46〃②藤田守26／47〃i『1・・　1、一　　蓑齪一麗｝
’　③村山保行27，52”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔
茎．，，9巳島，』．、．一，，1，畠．昌．匿8，lh畳，1聖1，1畠．一昌61厘h，，OOl6，畠，一1川1，塵盒88川OI，畠一ll屡151，厘68川1，5塵，68”651齢llIll葛1，098川騒ll，0川巳1，1690鴨Ol“1川巳1，810鴨1618688110108110開。1璽lol曾”1611gl8”15116暮O川6咄glOOIO鱒000川II・．880111001，80書0608－1”llll曇1，川159011川OllO6川IllIll’llgl”1川晒1”36川llool川91100001611“一1川1言
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検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

健
康
に
自
信
が

　
　
あ
っ
て
も
必
要
で
す

　
町
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
の
検
診

事
業
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
健
康
を
守
る
一
つ
の
手
段
と

し
て
、
ま
ず
自
分
の
体
の
健
康
点
検

を
し
ま
し
ょ
う
。
一
般
の
皆
さ
ん
は

町
で
実
施
す
る
住
民
検
診
を
、
お
勤

め
の
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
の
検

診
を
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
検
診
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
①
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
結

　
　
　
　
　
核
の
発
見

臨騒螺
②
循
環
器
検
診
　
検
尿
i

　
血
圧
測
定
－
体
重
・
身

　
長
測
定

　
こ
こ
で
異
常
な
し
と
異

常
あ
り
の
人
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

　
異
常
の
あ
っ
た
人
は
精

密
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。▽

精
密
検
診
血
液
（
貧

　
血
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

　
肝
機
能
）
1
眼
底
検
査

ー
心
電
図

③
糖
尿
病
検
診
住
民
検

　
診
で
尿
に
異
常
の
あ
る

　
方
の
中
か
ら
希
望
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

y
㌔
ず
励
　
の

♪
び
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
へ

－
邸
寿
沁
”
憂
、
騒

　
　
　
　
　
　
－
殴
ノ

郭
　
D
　
　
　
　
■
一

　
　
孫
嘉
，
！
藩

　
　
　
V
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
、

畷濯

勤

　
　
　
　
　
講
，

　
　
り
実
施

　
④
子
宮
ガ
ン
検
診
　
十
月
二
日
と
三

　
　
日
に
実
施

　
⑤
胃
ガ
ン
検
診
　
年
十
日
間
（
六
月
、

　
　
十
月
、
十
一
月
）

　
⑥
肺
ガ
ン
検
診
　
五
十
歳
以
上
の
方

　
　
で
多
量
喫
煙
者
、
有
自
覚
症
状
者

　
　
こ
の
ほ
か
に
次
の
健
康
診
断
方
法

　
も
あ
り
ま
す
。

　
◇
一
日
人
間
ド
ッ
ク
　
国
民
健
康
保

　
　
険
加
入
の
四
十
五
歳
と
五
十
歳
の

　
　
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
総
合
的

　
　
な
検
診
を
実
施
（
料
金
は
半
額
町

　
　
で
助
成
）

　
◇
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ド
ッ
ク
　
国
民

　
　
健
康
保
険
加
入
の
四
十
歳
か
ら
五

　
　
十
歳
ま
で
の
希
望
さ
れ
る
方
を
対

　
　
象
に
実
施
（
自
宅
で
記
入
す
る
方

　
　
法
で
料
金
は
全
額
町
負
担
）

　
　
健
康
に
自
信
が
あ
っ
て
も
、
年
に

　
一
回
は
必
ず
検
診
を
受
け
て
、
健
康

　
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

犠葛昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

星
名
富
一

小
林
　
　
勝

山
ロ
ト
リ
子

江
口
　
功

五
十
嵐
ヨ
シ
イ

江
口
常
治

高
橋
ミ
ッ

中小野小仁中伊
仙白　白　仙
田倉口倉田田友

九八七七七六五
四九七一・一四五

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
顯
騰

（
翻
灘

遜
菌
縣
編
す

善
晴
大
白
倉

和
代
　
茨
城
県
か
ら

弘
明
室
島

照
美
出
雲
崎
町
か
ら

小
わ
に
レ

　
　
　
畔
壇

太
田
白
南
風
選

　
三
領
高
橋
た
か
し

少
し
づ
・
春
の
気
ざ
し
に
寒
明
け
し

煉
炭
の
残
り
少
な
く
春
近
し

朝
夕
の
日
脚
の
伸
び
を
挨
拶
に

た
ま
に
摘
む
囲
パ
セ
リ
の
青
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

盆
梅
の
二
鉢
三
鉢
建
具
職

も
の
知
り
と
言
わ
れ
て
老
の
二
日
灸

三
月
の
雪
の
重
た
く
な
り
に
け
り

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
み
え
こ

高
橋
美
恵
子

　
　
　
じ
ゅ
ん

高
橋
　
　
隼

　
　
　
か
ず
と

押
木
和
人

喜
三
郎
長
女
三
領

力
　
　
長
男
室
島

豊
彦
長
男
元

新
し
い
嘱
託
員

　
　
…
…
③
　
（
敬
称
略
）

【
仙
田
地
区
】

○
中
仙
田

○○○○○
赤田高小室

谷戸倉脇島

蓮登押高斎増小
競坂木橋木田林

蒙等離離享
町

勢
　
　
　
鑓
蕩
“
　
　
』
　
：
鵜
慧
趨
製
暁

道
標
を
一
ト
と
こ
に
よ
せ
雪
解
か
な

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

凍
滝
の
水
音
細
き
猫
柳

梅
林
の
奥
に
続
け
る
細
き
道

孤
児
ら
来
る
成
田
空
港
東
風
の
中

今
朝
聞
き
し
初
鶯
の
幼
な
か
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

競
い
独
楽
ご
ろ
ご
ろ
と
揺
れ
負
け
た
り
な

地
吹
雪
の
家
ゆ
る
が
せ
る
恐
ろ
し
や

寒
厨
に
妻
の
踵
の
痛
々
し

炭
の
目
の
雪
解
達
磨
の
泣
き
萎
れ

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

桜
餅
仏
に
上
げ
て
春
を
待
つ

春
日
射
し
仏
間
明
る
く
忌
を
修
す
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○
岩
瀬
　
　
中
條
春
雄

○
大
　
倉
　
　
　
中
條
与
之
助

○
大
白
倉
　
　
保
坂
　
清

○
小
白
倉
　
　
　
江
口
　
定
之

【
お
わ
び
】

　
前
号
、
八
ぺ
ー
ジ
の
『
特
別
会
計
』

の
決
算
状
況
グ
ラ
フ
で
、
凡
例
の
歳
入

と
歳
出
の
表
示
が
逆
だ
っ
た
こ
と
を
お

わ
び
い
た
し
ま
す
。

雪
解
急
く
妻
有
札
所
百
二
番

ひ
ね
も
す
を
雪
解
雫
の
ね
む
た
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

寒
明
け
て
鳴
門
の
海
の
わ
か
め
船

衰
え
て
艶
消
す
氷
柱
寒
の
明
け

寒
明
け
て
雪
警
報
の
続
き
を
り

ス
ト
ー
ブ
の
細
き
灯
り
の
余
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
南
雲
左
木
人

霧
立
ち
て
只
な
ん
と
な
く
春
め
き
て

窓
引
け
ば
星
あ
る
屋
根
の
猫
の
恋

雪
卸
す
遺
品
の
蓑
と
共
に
老
い

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
　
秀

寒
明
け
と
い
う
明
る
さ
の
心
に
も

降
り
つ
・
も
雪
お
だ
や
か
に
寒
の
明
け

　　　　　（）内は前年比較

鞭襟搬x餅蛮鞭鞍徽；51

ノ　＼

＼


